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①
第
三
次
財
政
健
全
化
計
画

　

と
平
成
22
年
度
予
算
と
の
整

　

合
性
は
ど
う
か
。

　

②
積
極
的
な
歳
入
計
画
は
ど

　

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

③
徹
底
的
な
歳
出
削
減
策
は

　

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
模
索
し

　

て
い
る
の
か
。

　

④
重
点
施
策
に
基
づ
く
選
択

　

と
集
中
に
関
す
る
今
年
度
の

　

予
算
配
分
は
ど
う
な
っ
て
い

　

る
の
か
。

　

総
合
運
動
公
園
の
整
備
の
現

　

状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

①
１
期
工
事
の
総
事
業
費
は

　

ど
の
程
度
で
、
平
成
22
年
度

　

に
予
定
し
て
い
る
工
事
内
容

　

は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。
ま

　

た
、
１
期
工
事
に
お
け
る
用

　

地
は
何
％
確
保
さ
れ
る
の
か
。

　

②
計
画
に
よ
る
と
１
期
工
事

　

は
平
成
26
年
に
完
了
す
る
と

　

な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
進

　

捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は

　

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

③
市
長
は
１
期
工
事
は
完
成

　

さ
せ
る
が
、
２
期
、
３
期
工

　

事
は
し
な
い
と
発
言
し
た
が

　

国
の
補
助
事
業
で
あ
る
本
事

　

業
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
る

　

の
か
。

財
政
部
長　
　

①
歳
入
に
つ
い

　

て
は
不
況
の
影
響
で
市
税
の

　

収
入
が
財
政
健
全
化
計
画
と

　

比
べ
て
８
億
円
程
度
減
少
し

　

た
が
、
臨
時
財
政
対
策
債
と

　

地
方
交
付
税
で
カ
バ
ー
で
き
、

　

ほ
ぼ
計
画
並
み
で
あ
っ
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
扶
助
費

　

が
約
２
億
７
千
万
伸
び
る
な

　

ど
予
想
を
上
回
っ
た
。
そ
の

　

結
果
、
全
体
と
し
て
財
源
不

　

足
が
生
じ
、
基
金
の
取
り
崩

　

し
が
計
画
と
比
べ
大
幅
に
伸

　

び
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ

　

る
。

財
政
部
長　
　

②
歳
入
確
保
対

　

策
基
本
方
針
に
沿
っ
て
遊
休

　

地
の
公
売
や
収
納
率
の
向
上

　

を
図
る
こ
と
に
力
を
注
ぐ
よ

　

う
に
し
て
い
る
。

財
政
部
長　
　

③
扶
助
費
や
義

　

務
的
経
費
の
増
加
を
抑
制
す

　

る
の
は
非
常
に
難
し
い
状
況

　

で
あ
る
。
そ
の
他
の
経
費
に

　

つ
い
て
は
、
各
部
へ
の
枠
配

　

分
を
行
い
一
定
の
削
減
を
図

　

っ
て
い
る
。

財
政
部
長　
　

④
重
点
施
策
枠

　

５
，０
０
０
万
円
を
設
定
し
、

　

重
点
７
項
目
や
新
規
事
業
に

　

振
り
分
け
て
い
る
。

都
市
整
備
部
長　
　

①
１
期
工

　

事
の
総
事
業
費
は
39
億
６
，

　

７
０
０
万
円
で
あ
る
。
平
成

　

22
年
度
は
、
郡
川
と
杭
出
津

　

松
原
線
に
挟
ま
れ
た
北
側
の

　

約
４
・
５
ha
を
粗
造
成
す
る
。

　

ま
た
、
用
地
に
つ
い
て
は
、

　

現
在
、
１
期
分
９
・
６
ha
の

　

う
ち
、60
％
弱
に
あ
た
る
５
・

　

７
ha
が
買
収
済
み
で
あ
る
。

　

平
成
22
年
度
は
４
，４
０
０
㎡

　

を
買
収
す
る
予
定
で
あ
る
。

都
市
整
備
部
長　
　

②
平
成
26

　

年
度
ま
で
の
事
業
認
可
を
取

　

得
し
て
い
る
が
、
今
の
事
業

　

費
ベ
ー
ス
で
い
く
と
、
そ
れ

　

ま
で
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
は

　

困
難
で
あ
る
。
平
成
33
年
ま

　

で
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と

　

考
え
て
い
る
。

市
長　
　

③
確
か
に
や
め
る
方

　

向
で
と
発
言
し
た
が
、
事
業

　

認
可
を
受
け
て
い
る
以
上
、

　

現
実
的
に
や
め
る
の
は
非
常

　

に
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、

　

１
期
工
事
を
完
成
さ
せ
る
だ

　

け
で
も
、
平
成
33
年
ま
で
か

　

か
る
と
い
う
見
通
し
の
中
、

　

２
期
、
３
期
工
事
に
つ
い
て

　

は
、
国
や
県
に
相
談
し
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
段
階

　

で
は
凍
結
と
い
う
方
向
を
示

　

さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ

　

る
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

・
生
活
保
護
対
策
に
つ
い
て

・
市
民
病
院
の
経
営
に
つ
い
て

・
環
境
行
政
に
つ
い
て

・
高
良
谷
牧
場
の
経
営
に
つ
い
て
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国
指
定
に
係
る
三
城
城
の
範

　

囲
は
ど
こ
ま
で
か
。
ま
た
、

　

指
定
に
お
け
る
進
捗
状
況
や

　

新
幹
線
と
の
関
連
な
ど
、
ど

　

の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か

　

尋
ね
る
。

　

新
幹
線
関
連
の
大
村
市
の
負

　

担
は
ど
の
程
度
か
。
ま
た
、

　

用
地
買
収
や
工
事
の
予
定
が

　

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

　

か
住
民
は
心
配
し
て
い
る
。

　

説
明
会
な
ど
の
開
催
予
定
は

　

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

市
が
管
理
を
委
託
し
て
い
る

　

市
民
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
独

　

占
的
に
物
品
の
販
売
を
し
て

　

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
他
の

　

事
業
者
も
参
入
で
き
る
機
会

　

を
与
え
る
な
ど
平
等
性
を
考

　

慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長　
　

本
丸
に
あ
た
る

　

現
在
の
忠
霊
塔
の
あ
る
場
所
、

　

先
行
取
得
し
た
土
地
の
一
帯
、

　

富
松
神
社
の
ほ
か
、
幾
つ
か

　

の
場
所
を
含
め
た
部
分
で
あ

　

る
。
指
定
の
申
請
に
必
要
な

　

地
権
者
及
び
占
有
者
25
名
の

　

同
意
取
得
に
つ
い
て
理
解
を

　

求
め
て
い
る
。
新
幹
線
に
つ

　

い
て
は
城
壁
の
保
存
に
支
障

　

を
来
さ
な
い
方
法
で
進
め
る

　

よ
う
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設

①
第
三
次
財
政
健
全
化
計
画

）

緑  

風  

会

知  

音  

会

　

整
備
支
援
機
構
及
び
文
化
庁

　

と
調
整
を
し
て
い
る
。

企
画
部
理
事　
　

市
が
負
担
す

　

る
区
間
の
平
成
22
年
度
の
事

　

業
予
算
は
９
億
円
で
、
そ
の

　

負
担
内
訳
は
国
が
３
分
の
２
、

　

県
が
３
分
の
１
で
あ
る
が
、

　

県
負
担
の
10
％
、
３
，
０
０

　

０
万
円
を
大
村
市
が
負
担
す

　

る
。
平
成
22
年
度
か
ら
整
備

　

さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

　

地
域
住
民
や
地
権
者
の
方
に

　

対
し
、
説
明
会
が
予
定
さ
れ

　

て
い
る
が
、
そ
の
実
施
時
期

　

に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
不

　

明
で
あ
る
。
１
日
で
も
早
く

　

正
確
な
情
報
収
集
を
行
い
、

　

関
係
者
の
皆
様
に
説
明
で
き

　

る
よ
う
に
努
め
た
い
。

市
長　
　

独
占
的
に
な
っ
て
い

　

る
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
が

　

あ
る
。
市
民
プ
ー
ル
の
売
店

　

に
お
け
る
事
業
者
参
入
に
つ

　

い
て
は
、
公
募
す
る
よ
う
努

　

力
し
た
い
。
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　全議員が一般会計予算のすべてについて審査ができることでチェック機能が強化されることや情報を共有できること
などから、これまで各常任委員会に分割付託していた一般会計予算の審査について、議長を除く 24 名の議員で構成す
る一般会計予算特別委員会を設置して審査しました。審査において、会派別にその所属委員数により時間を配分した会
派代表質疑を行いましたので、その内容を掲載します。
※紙面は各会派の時間配分（緑風会 65分、知音会 45分、大政クラブ 45分、福祉政進会 25分、社民 25分、公明党 25分、
無会派 15分）により割り当てています。


